
農林水産祭むらづくり部門 三賞受賞地区のフォローアップ

受賞者：梓山集落（長野県南佐久郡川上村梓山）

川上村梓山集落は、日本の屋根と言われる山国信州の最東南端に位置し、八ヶ岳等の山々が高くそびえる山間高冷地帯にあり、風光明媚な山あいにある総
人口417人、97戸（令和３年現在総人口341人、86戸）の集落である。
地理的に恵まれないこともあって、戦前戦後を通じ農林業が中心であった。かつては、比較的経済性の低い雑穀、養蚕、馬の生産及び林業に依存していたが、
昭和30年代の後半から集落住民の総意により、野菜を中心とした農業振興に取り組み、全国屈指の高原野菜産地の地位を築き上げ、豊かなむらづくりに成功
を納める。

むらづくりの経緯

生産活動の特色

地域づくりの特色

受賞当時 現 在（令和４年）

評価ポイントの取組状況

○ 土壌診断に基づく施肥やレタス根腐病抵抗性品種の導入
により引き続き生産安定に取り組んでいる。
○ 野菜加工(漬物製造)は食品衛生上の課題から平成12年に
中止した。現在施設はブロッコリーの製氷施設として活用して
いる。
○ 後継者はほとんど確保されており、学卒後直ちに就農する
より会社勤務等社会経験を経てから就農するケースが多い。
○ 冬期の地域コニュニティー活動として、ジャズダンス、短歌
等の習い事教室が開催されている。
○ 野菜の生産面積の拡大に伴い、そばの作付は皆無となり、
そば打ちを行う農家はなくなった。
○ 町田市は友好都市になっており、交流は町田市桜まつりへ
の参加、川上村での子供の農業体験の受入が行われている。

今後の展開

○ 農業が基幹産業であり、現在の取組を継続していく。

○ 連作障害対策として土壌診断による処方箋の作成や全面マル
チ栽培技術の確立など、高原野菜の生産技術の研究・確立に取
組み地域全体の指導的な役割を果たしている。
○ 近隣集落と「川上そ菜販売農業協同組合」を設立し野菜加工施
設等の整備により高品質、高価格販売に成功。
○ 生産技術の確立や販売体制の整備により、農業所得の向上が
図られ、農業専業で生活できる道が切り開かれた。

○ 野菜づくりに対する研究や検討会の開催など、農業生産活動
がコミュニティー活動へと発展。
○ 地域の伝統料理である「梓山そば」等の継承と他地域からお嫁
にきた女性に対し地域の慣習などの説明を行うなど集落住民の
連帯感の醸成に大いに貢献。
○ 「農家婦人労働軽減対策」を実施し、農作業と家事による過重
労働を緩和。
〇 東京都町田市との交流により年間1万人が訪れ、地域住民との
交流、町田市民祭りで高原野菜の無料配布や展示即売会などに
よる都市住民との相互誓いと交流を展開。

受賞年
昭和56年



農林水産祭むらづくり部門 三賞受賞地区のフォローアップ

受賞者： 松神集落 （鳥取県東伯郡北栄町（旧北条町））

・本集落の農業生産の主体を占める砂丘畑は北条砂丘の一角に位置する。用水施設は皆無に近く、砂丘の低位部の野井戸から荷水によ
るかん水が行われ、夏季のかん水作業は俗に「嫁殺し」、「若者殺し」といわれたほどに過重労働であった。
・この荷水作業を解消し省力化と生産の安定化を図るため、他に先駆けて県営畑地かんがい事業の導入を決定した。

むらづくりの経緯

生産活動の特色

地域づくりの特色

～受賞直後の効果～

・マスコミで取り上
げられ、ぶどう狩
り、長芋掘り体験
等観光農園への
来訪者が増加

○かん水施設の設置とほ場整備の実施により砂丘畑の生
産基盤は整備され、収益性の高い作物の導入が可能とな
り、農家経営の安定をみるに至った。

○また、干ばつ被害の解消により、すいか、甘藷など各作
目の増収がはかられるとともに、かん水作業からの解放に
より労力が大幅に軽減された。

○集落ぐるみで高収益砂丘畑農業へ取組みは持ち前の団
結力によって推進された。専業農家率は32％と非常に高
いものになった。

○砂丘開発と畑地かんがいを重点的にむらづくりが進めら
れてきた。

○集落の現状を分析すると改善すべき点が明確となった。
身近な課題から解決しようと、ごみの焼却炉の設置、排水
施設の整備、子供の遊び場の整備などに取り組んでいる。

○主婦が中心となり農休日の実施などの健康対策の取り
組みや、非農家を含めた生活環境の美化活動にも取り組
んでいる。

受賞当時 現 在（令和４年）

評価ポイントの取組状況

農家戸数は、当時の３割程度まで落ち込み、耕作放棄地
の増大、かんがい設備の負担増といった課題はあるが、農
家の高品質栽培・高収益経営に向けた取組は続いている。

主力だった葉たばこの転換品目である白ねぎ、らっきょう
の品質は、高評価を得ていて、関西方面の市場・量販店か
らの引き合いが強い。ぶどうも高級品種シャインマスカット
の導入により所得向上を実現している。

また、集落の水田作を担うために、平成１９年に松神水
田生産組合を設立し、現在は法人化も視野に入れながら、
若いオペレーターの育成に取り組んでいる。

いきいきサロン、文化作品展、運動会、美化活動、奉納
相撲等は現在も、継続されている。新たに、こけないからだ
体操、健康貯金運動の取組も始まるなど、集落ぐるみの活
動は活発である。

今後の展開

○農業後継者の育成のほか、移住者向けオンライン就農
相談・リタイアした農家の農機具等を継承できる仕組みを
構築し、新規就農者の確保に取り組む。

受賞年
昭和56年
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